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臨床家の感性を磨く

感性教育臨床研究所
⼩林隆児
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感性の重要性に着⽬するようになったのはなぜか
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「九」君と「州」君
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Physiognomic Perception 相貌的知覚
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⼩林隆児著『発達障碍の精神療法』（創元社、2016、p. 31）

相貌的知覚の１例
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⼩林隆児著『発達障碍の精神療法』（創元社、2016、p. 31）

相貌的知覚の１例

これもいい顔いい目に見えて まだちょっと見られない

まな板に印されていた魚の図柄
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（⼩林隆児著『⾃閉症の関係障害臨床』p. 13）
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コミュニケーションの⼆重性
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（⼩林隆児著『⾃閉症の関係障害臨床』p. 13）
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情動的コミュニケーション世界の知覚体験

相貌的知覚
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小林隆児著『発達障碍の精神療法』創元社、、2016、p.23より
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情動的コミュニケーション

感性的コミュニケーション

無意識的コミュニケーション

コミュニケーションの基盤
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⾃閉症の早期発⾒、早期治療

乳幼児期の⺟⼦関係への探求
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母子ユニット（1994-2008）
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新奇場面法（SSP） 

19

事例02 男児 １歳０ヶ⽉

知的発達⽔準 ＤＱ ８０（境界域）
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⽢えのアンビヴァレンス

⽢えたくても⽢えられない
⽢えさせたくても⽢えさせられない
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⺟⼦各々の情動の動き

⺟⼦間の情動の動き＝間主観

観察者は⾃分の情動を調律することによって
他者の情動の動きを実感する
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アタッチメント形成不全

感情的絆の断裂

情動調律による感情的絆の修復
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発達科学におけるパラダイム・シフト 

60年代〜70年代 行動パラダイム

現在 （身体を基盤に持つ）情動パラダイム

80年代〜90年代 認知パラダイム
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神経生物学におけるパラダイム・シフト 
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アラン・ショア著『右脳精神療法』口絵より
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アラン・ショア著『右脳精神療法』口絵より

28

情動という可視化困難な事象をいかに扱うか

脳間の情動同期現象
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「個」をみる＝⾏動観察＝ある断⾯を切り取る

「関係」をみる＝関与観察＝対象とともに動く中で捉える

リアリティとしての現実

アクチュアリティとしての現実
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自分の情動の動きを通して

他者の情動の動きを感じ取る
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感性教育

32

感性 sensitivity

他者の態度、感情、または状況に敏感であること、すなわち
情動のごくわずかな違いや変化を心に銘記すること

（American Heritage Dictionary）
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・SSPからみた⺟⼦関係の様相の映像を供覧
・⺟⼦関係に何が起こっているかを感じ取る
・感じたまま率直に語ってもらう
・批判的なことは⾔わない
・深くわかり合うための質問は歓迎
・進⾏役は発⾔者の意図を明確にしていく役割

感性教育とはどんなことをするのか
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感性教育を試みる中でわかってきたこと
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⼆者間で脳が同期する関係の質

・⺟⼦関係
・深い精神療法（患者-治療者関係）
・親密で近しい関係
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⼆者間で共鳴する情動の質

・⽣物学的原始的情動
・興奮、⾼揚、激怒、恐怖、嫌悪、恥、絶望
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感じたことをどのように受け⽌めるか

⼈によって多様であること・・・主観的

しかし、深い無意識の情動は同期する
＝共有可能＝共感
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同期し、体感すると苦痛であるため、無意識に
情動を回避するように対処しがちになる
＝防衛機制（解離、合理化、知性化など）

深い無意識の陰性情動
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・深い無意識の陰性情動に耐える⼒をつける

臨床家に求められること

・陰性情動を患者と共有する

・情動の意味を映し返す（ミラーリング）
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(2024)
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